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人 間 の 権利 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 社会 の 中 で 生 
きる 人 々 は いく つか の 権利 を 持ち も 、 い くつ か 
の 責任 を 負い ます 。 こ の 権利 に 敬意 を 払う こ 
と 、 責 任 を 果たす こと は 皆 の 共同 の 務め で す 。 


権利 と いう と 、 守 られ な けれ ば な ら な い 価 値 、 


人 や や 集団 の 権利 が 思い 浮か び ま す 。 上 祭 高 な 教 
え イ スラ ー ム は 、 民 族 、 性 別 、 信 仰 に よっ て 
区 別 さ れず 、 全 て の 人 々 の 権利 が 、 神 聖 で 侵 
すべ か ら ざ る も の で ある と 認め 、 こ の 権利 の 
侵害 に 対し て 、 物 質 的 、 精 神 的 な 様々 な 制裁 
を 定め て いま す 。 

人 に と っ て まず 大 切 
な 権利 は 、 生 きる 権利 
で す 。 こ の 権利 を 侵 娠 
する 攻撃 は 、 私 た ちの 
教え で は 大 き な 罪 だ と 
見 な され て いま す 。 宮 
れ て は いけ な いこ と は 
人 の 誇り を 傷つけ 、 名 
蒼 を 明 損 する よう な こ 
と を 話す こと 、 あ る い 
は それ と 同様 の 意味 を 
持つ 様々 な 振舞 いも 
それ ぞ れ が 、 し も ゃ も べべ で 
ある 人 間 の 権利 を 侵害 する も の で ある 、 と い 


うこ と で す 。 ク ルアー ン で は 、 複 数 の 章 句 で 、 
非 苦 中 傷 、 陰 口 、 他 人 の プラ イバシー の 侵害 、 


秘 徐 に し て いる こと を 探る こと 、 悪 い 呼 び 各 
を つけ る こと 、 か ら か うこ と な どの 醒 い 振舞 
い が 禁 じ ら れ て いる の で す 。 

崇高 な る アッ ラー は 、 
不法 に あな た が た の 財産 を 貸 っ て は な ら な 
い 。」 (雌牛 章 第 1 8 8 節 ) と お お せら れ 、 
人 々 の 間 で ご ま か し や 悪い 人 在 て 、 盗 み 、 信 託 
物 へ の 侵害 、 賭 略 と いっ た 正しく な い 手 段 で 
御 互い の 財産 を 信 る こと 、 権 利 を 侵害 する こ 
と を 禁じ られ て お られ ます 。 

親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 人 間 の 権利 の 侵 
害 の 原因 と な り 、 イ スラ ー ム が 禁じ て いる 多 
く の よ く な い 振 舞い が 存在 し ます 。 命 を 奪う 
こと 、 革 行 する こと 、 人 の 名 誉 と 誇り に 泥 を 
次 る こと 、 だ ます こと 、 時 事 を 企てる こと 、 
借金 を 約束 どおり に 返さ な いこ と 、 孤 児 の 権 
利 を 奪う こと 、 傷 つけ る こと 、 盗 むこ と と い 
っ た よう な 振 姓 いも 、 人 の 権利 の 侵害 で す 。 
また 、 空 気 や 水 や 土地 を 汚染 する こと 、 周 囲 





「 あな た が た の 間 で 、 


に 汚染 され た 廃棄 物 を 垂れ 流す こと 、 地 に 嘩 
を する こと 、 タ バ コ の 吸殻 や 乾物 の 殻 な ど を 
投げ 捨て る こと 、 すま 9 だ 
大 音響 で 音楽 を 聴き 、 近 所 の 人 た ち に 苦痛 を 
人 
こと な ども また 、 そ れ ぞ れ が 権利 の 侵害 で す 。 
同様 に 、 集 団 の 財産 を 浪費 する こと 、 和 不法 に 
電気 や 水 を 使う こと 、 税 金 を 払わ な いこ と 、 
職権 の 溢 用 や 贈 収 賭 と いっ た 行為 も 、 真 の ム 
スリ ム が 決し て 行なっ て は いけ な い 、 権 利 の 
侵害 な の で す 。 さら に は 、 動 物 た ち も 権 利 を 
持っ て いる こと 、 そ の 
権利 の 侵害 に つい て も 
責任 を 問わ れる の だ と 
いう こと を 訪れ ず に い 
まり まり の 
親愛 な る 信者 の 皆様 。 
この 世界 に お ける 生 を 
RS 
また 、 一 切 の 区 別 が 通 
用 せ ず 、 正 と 悪 が 明 ら 
か に され る 審判 の 日 に 
つら い 思 い を し な いた 
め に 、 人 集団 の 権利 
に つい て 敏感 で も や る よう に し まし ょ う 。 皆 の 
権利 に 敬意 を 払い まし ょ う 。 人 の 権利 を 侵し 
た まま アッ ラー の 御前 に 名 され る こと が な い 
よう に し まし ょ う 。 人 の 権利 を 侵害 し た 場合 、 
その 人 の 許し が な けれ ば アッ ラー も お 許し に 
な られ な いと いう こと を 認識 し て お きま し ょ 
う 。 預言 者 ムハンマド は 、 聖 ハデ ィ ー ス で 、 
次 の よう に お っ し ゃ っ て お られ る の で す 。 
「 人 は 、 礼 拝 や 断食 や 喜 捨 と いっ た イ バ ー ダ 
を 果たし て アッ ラー の 御前 に 名 され る 。 し か 
し 、 誰 か の 権利 を 侵害 し 、 血 を 流さ せ 、 誰 か 
の 財産 を 食 り 、 誰 か に つい て 中 傷 を し た 、 こ 
の よう な 状況 に 対し て 、 そ の 人 が イ バ ー ダ に 
よっ て 得 た 善行 が その 人 か ら 了 取り上げ られ 、 
権利 を 侵し た 相手 に 与え られ る 。 も し 、 イ バ 
ー ダ や 善行 が 、 そ の 人 が 侵害 し た 人 々 の 権利 
0 すい 
の 人 罪 が 取り 除 か れ 、 も ッ ー に 人 罪 が 
負わ せら れる 。 こ の よう に し て 善行 が 減ら さ 
人 
下回り 、 地 獄 へ 送ら れる の だ 。」 
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